
胃の検査法 

・ペプシノーゲン検査（採血検査） 

・胃バリウム検査 

・上部消化管内視鏡検査（胃カメラ） 

 

金沢医療センター公開講座 

「話題の病気シリーズ」 

～ちょっと聞いて見ませんか～ 

「内視鏡で治る胃がんとは 

～早期発見から治療まで～」 

日時：平成２０年１０月１６日（木） 

場所：地域医療研修センター 

講師：丸川 洋平 （消化器科） 

早期の胃がんに症状は 

ありません！！ 



内視鏡医（内科医）が行う内視鏡手術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内視鏡的粘膜下層剥離術（ＥＳＤ） 

内視鏡的粘膜切除術 

日本胃癌学会「胃癌治療ガイドラインの解説第２版」 

p.２１、２２ （金原出版，２００４） 

早期胃癌の場合、病変が浅く、リンパ節に移転している

可能性が極めて少ないときに、まず内視鏡を用いて胃 

がん切除します。当院では病変を一括に切除する内視

鏡的粘膜下層剥離術(ＥＳＤ)を積極的に行い、根治を得

る症例が多くなっています。 

胃がんの内視鏡治療選択基準 

１）ストリップ法 

２）吸引法 

３）内視鏡的粘膜下層剥離術(ＥＳＤ) 


